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技術部門            部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－   

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

（ １ ） テ ス ト 計 画 時 で の 考 慮 事 項  

 Ｗ ｅ ｂ ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 に お け る テ ス ト 計 画 で

は 、 以 下 の 点 に 考 慮 す る 。  

① 漏 れ の な い テ ス ト を 実 施  

 テ ス ト 仕 様 を 「 デ シ ジ ョ ン テ ー ブ ル 」 で 整 理 し 、 作

成 さ れ た 入 出 力 の 組 み 合 わ せ パ タ ー ン を テ ス ト ケ ー ス

と す る 。 た だ し 、 全 て の 組 み 合 わ せ を テ ス ト ケ ー ス に

し た 場 合 、 冗 長 な テ ス ト ケ ー ス も 含 ま れ て し ま う た め 、

「 同 値 分 割 」 や 「 境 界 値 分 析 」 を 併 用 し て 、 網 羅 性 を

確 保 し つ つ 効 率 の よ い テ ス ト ケ ー ス を 抽 出 す る 。  

② 効 率 よ く テ ス ト を 実 施  

 Ｗ ｅ ｂ ア プ リ ケ ー シ ョ ン で は 、 同 時 ア ク セ ス 数 に よ

り シ ス テ ム 性 能 が 影 響 を 及 ぼ さ れ る た め 、 性 能 テ ス ト 、

負 荷 テ ス ト が 重 要 に な る 。 た だ し 、 こ れ ら の テ ス ト を

手 動 で 行 っ た 場 合 、 テ ス タ ー や テ ス ト 用 の 端 末 を 準 備

す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 負 荷 テ ス ト ツ ー ル を 利 用

し 、 限 ら れ た リ ソ ー ス で 効 率 的 に テ ス ト を 実 施 す る 。  

③ 計 画 的 な テ ス ト を 実 施  

 性 能 テ ス ト 、 負 荷 テ ス ト な ど の 非 機 能 テ ス ト で は 、  

テ ス ト 環 境 を 占 有 す る こ と が 多 い 。 そ の た め 、 日 中 に

機 能 テ ス ト と 並 行 し て 行 う こ と が で き な い 。 そ こ で 、

ツ ー ル な ど で 自 動 化 で き る テ ス ト は 夜 間 に 実 施 す る こ

と で 、 実 施 時 間 を ず ら し 、 テ ス ト 環 境 を 効 率 よ く 利 用

し で き る よ う 計 画 す る 。  

（ ２ ） テ ス ト 作 業 手 順  
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●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

技術部門            部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－   

※ 

 テ ス ト 計 画 策 定 後 は 、 以 下 の よ う な 手 順 で テ ス ト を

進 め る 。  

① テ ス ト 設 計  

 テ ス ト 設 計 で は 、 テ ス ト 対 象 と な る モ ジ ュ ー ル や シ

ス テ ム の 特 性 を 考 慮 し た う え で 、 適 切 な テ ス ト 手 法 や

環 境 、 ツ ー ル を 選 定 す る 。 そ の 後 、 テ ス ト 項 目 と 期 待

結 果 を 定 義 し 、 テ ス ト ケ ー ス を 作 成 す る 。  

② テ ス ト 実 施  

 テ ス ト 実 施 で は 、 テ ス ト 設 計 の 条 件 （ 環 境 、 ツ ー ル 、

デ ー タ ） を 利 用 し て 、 テ ス ト ケ ー ス の テ ス ト を 実 施 し 、

テ ス ト 結 果 （ 担 当 者 名 、 合 否 判 定 、 実 施 日 な ど ） を 登

録 す る 。 そ の 際 に 不 具 合 が あ る 場 合 は 、 バ グ 管 理 シ ス

テ ム に 登 録 し 、 開 発 者 に 周 知 す る 。  

（ ３ ） テ ス ト 遂 行 時 の 留 意 事 項  

① テ ス ト 管 理 ツ ー ル の 活 用  

 テ ス ト 管 理 ツ ー ル の 活 用 に よ り 、 テ ス ト 結 果 が 自 動

集 計 、 グ ラ フ 化 さ れ る た め 、 管 理 者 が 手 間 を か け ず に

進 捗 を 確 認 す る こ と が 出 来 る 。 ま た 、 過 去 の 類 似 プ ロ

ジ ェ ク ト で 整 備 し た テ ス ト 仕 様 が 再 利 用 で き 、 テ ス ト

仕 様 作 成 の 効 率 化 が 図 れ る 。  

② 限 界 値 の 確 認  

 負 荷 テ ス ト を 行 う 場 合 は 、 レ ス ポ ン ス タ イ ム 等 の 性

能 要 件 を 確 認 す る だ け で な く 、 限 界 値 も 計 測 し て お く 。  

負 荷 テ ス ト で 限 界 値 を 把 握 し て お く こ と で 、 シ ス テ ム

ダ ウ ン し た 際 の 対 策 が 事 前 に 計 画 で き る た め で あ る 。  


